
＜アンケート結果総括＞

■集計結果概要

・概ね8割の企業がテレワークに、6割の企業が時差出勤に取り組んでいる。

・テレワーク・時差出勤の実施は、3月と比較し、6割以上の企業が同程度、1~2割が縮小。

・従業員が6割以上出勤している企業は、全体の6割程度。

・事業所全体で最も出社人数が多い時間帯として、「8:30〜8:59」が最も多く、最多出勤時間
帯が「8:30〜8:59」「9:00〜9:29」の企業が全体の5割程度を占めている。

・鉄道で通勤している回答者の約7割が、3月と比較して混んでいると感じている。
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企業の出勤状況調査（2022年４月分）

・調査にご協力いただき、ありがとうございました。

・引き続き、定期的に調査を行い、登録企業の皆さまの取組状況把握に努め、

都の取組検討に活用してまいります。

・今後とも、アンケートへのご協力をお願いいたします。

〇３月以前から引き続き、多くの企業の皆様には、テレワークや時差出勤を始めとする

スムーズビズの取組にご協力いただいています。

〇一方、まん延防止等重点措置の解除に伴い、テレワークや時差出勤について、

取組を縮小される企業もみられました。

〇テレワークや時差通勤を始めとするスムーズビズの取組は、新型コロナウイルス感染症

の再拡大防止にも役立ちます。引き続き、スムーズビズにご協力をお願いします。
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■対象：約56,000社（スムーズビズ・時差Biz及び2020TDM推進プロジェクト登録企業、スムーズビズ実践期間の事後アンケート回答企業）

■実施期間：2022年５月16日（月）~５月27日（金）

■質問項目（全７問）

Q1 2022年４月の取組内容

Q2 2022年３月と比較した、テレワーク・時差出勤への取組規模

Q3 Q1で「特に取り組んでいない」と回答した事業所の方のうち、実施しなかった理由

Q4 2022年４月の従業員の出勤割合

Q5 事業所全体で最も出社人数が多い時間帯

Q6 2022年度から新たに制度化・導入した取組

Q7 （アンケート回答者に対して）活用している制度・現在の出社時刻・通勤方法・混雑具合（鉄道利用者）

■総回答企業数：2,755社（前回調査： 1,740社）

■回答企業の属性（N＝2,755）（注）各計数は、原則として表示単位未満を四捨五入しているため、合計等に一致しないことがある。

企業の出勤状況調査（2022年４月分）

（企業規模）

＜実施概要＞

1

サービス業（他に

分類されないも

の）

544 

21%

情報通信業

487 

18%

卸売業・小売業

432 

16%

製造業

342 

13%

学術研究・専門技術

サービス業

195 

7%

建設業

195 

7%

不動産業・物品賃貸業

105 

4%

医療・福祉

91 

4%

運輸業・郵便業

86 

3%

金融業・保険業

47 

2%その他

137 

5%
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在宅勤務

在宅勤務（時

間単位）

サテライト

時差出勤

ローテーション

フレックス

特別休暇

自家用車

自転車

週休三日

特に取り組んで

いない 29人以下 30～99人 100～299人 300人以上

■Q1：2022年４月の取組内容
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〇2022年４月の取組企業数（複数回答）
〇全体の約8割の企業が、テレワークに取り組んでいる。
〇テレワーク以外では、時差出勤を実施している企業が、約1,600社と全体の約6割となっている。
〇一方で、全体の約1割の企業は「特に取り組んでいない」と回答している。

（N=2,755／複数回答）

（255社）

（657社）

（63社）

（306社）

（260社）

（461社）

（1,601社）

（371社）

（337社）

（1,010社）

（2,032社）

1,170 559 251 187 
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テレワーク※

(*)在宅勤務（終日、時間単位）、サテライトオフィス勤務のいずれか１つ以上を実施している企業数

（2,167社）
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■Q2：2022年３月と比較した、 テレワーク・時差出勤への取組規模

（N=2,755）

〇2022年３月と比較したテレワーク・時差出勤の取組規模。
〇時差出勤、テレワークともに6割以上の企業が、「引き続き、先月と同程度で実施した」と回答。
〇時差出勤、テレワークともに１～２割程度の企業が、「先月よりも縮小」「今月は取り組まなかった」と回答。
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テレワーク

時差出勤

取組規模を拡大した 引き続き、先月と同程度で実施した 縮小した 今月は取り組まなかった もともと取り組んでいなかった



0 20 40 60 80 100 120 140

テレワークに適した仕事がない

業務効率が低下する

顧客等外部対応に支障がある

社内のコミュニケーションに支障がある,

文書の電子化が進んでいない

周囲の社員にしわ寄せがある

上司（経営層・管理職）の許可が得られない・おりない

勤務時間とそれ以外の時間の管理が難しい

費用負担がある

情報漏洩が心配

長時間労働になりやすい

社内の評価や昇給、昇任に不安がある

4

■Q3：テレワークの実施状況、未実施理由

〇Q1において、「特に取り組んでいない」と回答した企業（260社）のテレワークの未実施理由。
〇テレワークの未実施理由について、「テレワークに適した仕事がない」と回答する企業が最も多い。
その一方で「上司の許可が得られない」や「社内評価や昇給に不安」と回答する企業も一定数存在する。（複数回答）

〇Q1において、「特に取り組んでいない」と回答した企業（260社）のこれまでの実施状況。
〇「特に取り組んでいない」企業のうち、約7割は「以前、テレワークを実施したことはある」と回答。

68% 30% 2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

以前、テレワークを実施したことはある。 これまでにも無い 無回答

（n＝260）

（120社）

（68社）

（55社）

（45社）

（30社）

（26社）

（41社）

（26社）

（16社）

（14社）

（8社）

（48社）
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業務効率が低下する

顧客等外部対応に支障がある

上司（経営層・管理職）の許可が得られない・おりない

社内のコミュニケーションに支障がある

周囲の社員にしわ寄せがある

長時間労働になりやすい

社内の評価や昇給、昇任に不安がある

費用負担がある

48% 45% 7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

以前、時差出勤を実施したことはある これまでも実施したことはない 無回答
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■Q3：時差出勤の実施状況、未実施理由

〇Q1において、「特に取り組んでいない」と回答した企業（260社）の時差出勤の未実施理由（複数回答）
〇未実施の理由として、「業務効率の低下」「顧客等外部対応に支障がある」と回答する企業が多い。

〇Q1において、「特に取り組んでいない」と回答した企業（260社）のこれまでの実施状況。
〇「特に取り組んでいない」企業のうち、約半数が「以前、時差出勤を実施したことはある」と回答。

（n＝260）

（66社）

（62社）

（39社）

（29社）

（28社）

（12社）

（4社）

（3社）



6（N=2,755）

■Q4：2022年４月の従業員の出勤割合（人数規模）
〇2022年４月の従業員の出勤割合。
〇6割以上が出勤している企業は、全体の6割を超えている。
〇一方で、ほとんど出勤していない企業が全体の1割以上存在する。
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8割以上が出勤している

6～8割が出勤している

3～5割が出勤している

1～3割が出勤している

ほとんど出勤していない
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265
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355

587

41

62
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7：29以前

7：30～7：59

8：00～8：29

8：30～8：59

9：00～9：29

9：30～9：59

10：00 以降

分からない

出社ゼロのため該当なし
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■Q5：事業所全体で最も出社人数が多い時間帯
〇事業所全体で最も出社人数が多い時間帯。
〇「8:30～8:59」の時間帯での出社が最も多く、約5割の企業は「8:30～8:59」「9:00～9:29」に出社している。
〇「7:29以前」の時間帯よりも「10:00以降」の出社企業が多い。

（N=2,755）
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在宅勤務

在宅勤務（時間単位）

サテライト

時差出勤

ローテーション

フレックス

週休三日

特別休暇

自家用車

自転車

ワーケーション 29人以下 30～99人 100～299人 300人以上
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■Q6：2022年度から新たに制度化・導入した取組
〇2022年度から新たな取組を制度化・導入した企業。
〇アンケートに回答した多くの企業は、すでに何らかの取組を実施済みとなっている。
〇取組の中では、「テレワーク」「時差出勤」を新たに導入した企業が多いが、一部「ワーケーション」等も見られた。

（2社）

（1社）

（1社）

（4社）

（1社）

（3社）

（7社）

（4社）

（n=181）複数回答

（14社）

（14社）

（14社）

8 3 4 1 
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テレワーク（※） （16社）

(*)在宅勤務（終日、時間単位）、サテライトオフィス勤務のいずれか１つ以上を実施している企業数
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■Q7：活用している制度（回答者個人について）

〇アンケート回答者個人について、現在活用している制度。
〇「テレワーク」と「時差出勤」の活用割合が高く、次いで「フレックス」広く活用されている。
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（140社）

（421社）

（35社）

（147社）

（280社）

（43社）

（169社）

（N=2,755）

（1,514社）

（666社）

（133社）

（1,174社）

938 409 185 155 

0 200 400 600 800 1,000 1,200 1,400 1,600 1,800

テレワーク（※）

(*)在宅勤務（終日、時間単位）、サテライトオフィス勤務のいずれか１つ以上を実施している企業数

（1,687社）
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■Q7：通勤方法・混雑具合（回答者個人について）

〇アンケート回答者個人について、現在の通勤手段。
〇「鉄道」を通勤手段としている方が約７割と、
最も多い。

〇鉄道で通勤している方について３月と比較した、
４月の鉄道の混雑具合の感じ方。

〇約７割の方が3月よりも混んでいると感じている。
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すいていた
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3%

変わらない
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26%

混んでいた

1422

71%


